
最終更新日 2025年4月4日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 国際交流体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 8人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2026/3/1(日)～3/9(月) 主な活動予定場所 イギリス（ケンブリッジ・ロンドン）

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 80,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

第1回目の事前オリエンテーションは6月に実施予定である。オリエンテーションには必ず参加してください。
12月にCambridge大学の学生が来訪するので、ボランティアとして積極的に学生交流に参加してください。
Cambridge大学での活動内容は、都合により変更することがある。

Cambridge大学：https://www.cam.ac.uk/

工学系研究科国際工学教育推進機構　国際教育部門日本語教育コース：https://www.jlcse.t.u-tokyo.ac.jp/ja/

参加する

ケンブリッジ大学（CAM）では、同大学の学生との国際交流や講義への参加を通じて、歴史ある学術環境の中で
自己研鑽の楽しさを体感する機会を提供する。また、ロンドンでは博物館の見学を通じて、英国の歴史や文化、
多様な価値観に触れることで、グローバルな視野を育むことを目指す。

1 国際交流
ケンブリッジ大学での日本語授業などに参加し、学生同士の交流を深めることで、国際交流における日本語教
育の意義やあり方について考える機会とする。異文化理解を深め、多様性を受容する姿勢を育む場としする。
2 大学講義を受講
ケンブリッジ大学の講義、研究室見学に参加することで、留学の意義について考察するとともに、自己研鑽の楽
しさを実感する。
3 英国文化体験
ケンブリッジの各カレッジ寮に宿泊し、タウンツアーやパンティング（Punting）を通じて、大学文化や英国の歴史、
伝統への理解を深める。
4 大英博物館・自然史博物館見学
大英博物館や自然史博物館を見学し、自然科学や文化に関する知識をさらに広げる。

【日程】
3月1日（日）：ケンブリッジ到着
2日（月）：welcome ceremony、キャンパスツアー
3日（火）：英語講義、ケンブリッジカレッジ・タウンツアー
4日（水）：講義、研究室見学、日本語クラスのサポート・学生交流
5日（木）：英国文化体験
6日（金）：講義、学生交流
7日（土）：ロンドンへ移動
8日（日）：ロンドンで博物館などの見学
9日（月）：ロンドン発

航空運賃（実費）、Cambridge大学寮（確認中）それ以外　80,000円

Cambridge大学寮（確認中）　ロンドンホテル　約20,000円

ロンドン・ケンブリッジでの交通費　15,000円

食費，見学料など　約45,000円
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Cambridge大学での国際交流体験活動

工学系研究科国際工学教育推進機構　国際教育部門日本語教育コース

現地活動のみ

特になし

Cambridge大学：https://www.cam.ac.uk/
工学系研究科国際工学教育推進機構　国際教育部門日本語教育コース：https://www.jlcse.t.u-tokyo.ac.jp/ja/

